
 

 

 

 
 

「長崎っ子の心を見つめる」教育週間での取組紹介！ 

６／２８（火）から「長崎っ子の心を見つめる」教育週間を実施しました。「被爆体験講話」や「性教育講話」、

「命の講話」等を通して、「命の尊さ」を考えさせたり、「自己肯定感」を高めさせたりする取組を行いました。  

７／２（土）には 2 年ぶりに「授業参観」「道徳公開授業」「学級 PTA」を開催したところ、３２１名の保護者の皆

さまに来校していただきました。来校された保護者の皆さま、ありがとうございました。子供さんの学校での様

子はいかがだったでしょうか。三者面談（３年生）や二者面談（１・２年生）の際の話題にしてお話しいただけたら

幸いです。それでは、この週間を振り返りましょう。 

 

被爆体験講話 

６／２８（火）、 「被爆体験講話」を

行いました。講師は、交流証言者であ

る山野湧水先生（長崎平和推進協会交

流証言者）で、爆心地から700ｍの長

崎医科大学附属医院で被爆した池田

道明さんの被爆体験を話してください

ました。この講話を通して、原爆被爆の

実相を知るとともに、戦争の悲惨さ、

平和の大切さ、命の尊さについて考える機会とな

りました。リモートでの講話でしたが、山野さんは

講話の中に池田道明さんから聞きとった被爆当時

の街の様子や凄惨な模様をイラストにて提示さ

れ、生徒たちにわかりやすく話をしていただきまし

た。「平和は山里から 日常の平和から」を改めて

考える日となりました。 

 

性教育講演会 

６／３０（木）、「性教育講演会」を 1

年生対象として行いました。講師は、中

山安彩美先生（看護師で、日本思春期

学会性教育認定講師）。当初は体育館

での実施を予定していましたが、熱中症

対策により、急きょ「リモート」に変更、保

護者の方も 1年生教室や第 2図書室で

参観していただきました。「性」に対する

正しい知識を学び、命の誕生や命の尊

さを考える貴重な機会となりました。特に子宮の中の赤ちゃんの小ささやその成長を形で知り、赤ちゃん

の重さの人形を抱っこすることでよりリアルな体験ができました。 

～心を込めた「あいさつ」「校歌」 輝く「笑顔」～ 
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命 の 講 話 

７／１（金）、本校職員の髙西美智子教諭（院

内学級担任）がリモートにて講話を行いました。 

髙西先生は本校に２回、計１６年間勤務してい

る先生で、長崎大学病院にある「たんぽぽ学級」

（院内学級）の担当者として、入院している児童

生徒と接しておられます。「命」の大切さに日々

向き合っている中での、その思いを次のように述

べられました。 

「院内学級での１６年間、実際に白血病やガンの告知をされ、病気と闘ってきたたくさんの子どもたち

と出会いました。医学が進歩し、普通の生活ができるようになって退院する子どもたちがほとんどですが、

最後の最後まで病気と闘い、力尽き、天国へ旅立った子どもたちもいます。苦しい治療を続けながら、院

内学級の子どもたちは明日を信じて学習を続けます。病気を克服して高校や大学に進学し、医師や看護

師、学校の先生になった人もいます。皆さんには、自分の努力次第で変えることのできる明日があります。

『生きる』ということは素晴らしいことです。たった一つの命、たった一度きりの人生を大切にしてほしいと

思います。毎日のなんでもない一日が、本当は宝物です。」 
 

「熱中症」に注意！ 
観測史上最も早く梅雨が終わり、連日暑

い日が続いています。長崎県全域に「熱中

症警戒アラート」が連日発表され、コロナ対

策に加えて熱中症対策も行いながら、１学

期締めくくりの月をむかえました。本校では

学校生活のあらゆる場面（登下校時・授

業中・休み時間・部活動時等）での熱中症

の怖さや対処方法について共通理解し、

生徒へ指導しているところです。 

「熱中症」の主な対処方法は、 

① 運動時や登下校時はマスクを外す   

② 水分をこまめにとる 

の２点です。熱中症は「命に係わる重大な

問題」として注意が必要です。ご家庭でも

話題にしていただきたいと思います。 

 

7月の主な行事予定 
 

 

 

 

 

 

 

 

期日 曜 行事等 

７／１ 金 生徒総会 

   ２ 土 
土曜授業 

（授業参観・道徳授業・学級 PTA） 

   ７ 木 1年：フィールドワーク 

  １４ 木 県中総体激励会 

  １８ 月 九州合唱コンクール長崎県大会 

  ２０ 水 終業式 

  ２３ 土 県中総体（～２５日） 

  ２５ 月 三者面談・二者面談 開始 

２７ 水 NHK全国学校音楽コンクール長崎県大会 

３１ 日 長崎県吹奏楽コンクール県南大会 

○熱中症を疑う症状とは、 
・めまい・立ちくらみ・手足のしびれ・筋肉痛・吐き気・生あ

くび・大量の発汗・頭痛・嘔吐・倦怠感・虚脱感・こむら返り 

など 
 

○重症になると、 
・返事がおかしい・意識消失・けいれん・からだが熱い など 

 

○もし体調が悪くなったら・体調が悪い人を見かけたら、 
・周囲に伝える。 

・涼しいところで安静にし、体を冷やす。（特に首のまわり、

脇の下、足の付け根など） 

・２棟の生徒玄関右側の冷凍庫内にある氷を積極的に活

用する。 

・自分で水が飲めない、意識がない場合は、ためらうことな

く救急車を要請する。 

 

吹奏楽部は、７／３１（日）、諫早文化 

会館で開催される県南大会に出場します。山里

中学校の出演時間は、「１６：１７～１６：２９」の予

定です。また、８／１８には北九州市で開催され

る「第 22回全国中学校総合文化祭福岡大会」に

長崎県代表として出場します。 

 

 

詳しい日程については 

担任からお知らせがあります。日頃のご

家庭での様子等をお聞かせください。 

よろしくお願いします。 

 

 
コーラス部は、７／１８（月）に 

ブリックホール、さらに７／２７（水）に諫早文化

会館で開催されるコンクールに出場します。 

 


